
1.事業実施の方針

2．事業実施に関する事項

（1）特定非営利活動に関する事業

事業名 事業内容
実施回数
実施時期

実施場所 受益対象者 備考

子育て応援メディア
With　kids　News

24回
（第２・４水曜）

保護者等

子育て応援メディア
上越子育て情報コラム

27回
（第１・３水曜）

保護者等

2
親子向けイベントカレンダーの発
行

12回
（毎月1回)

保護者等

3
JCV FMみょうこう「子育てｺｰﾅｰ」
イベント情報提供

約50回
（毎週1回)

妙高地域
一般

上越ケーブルビジョン
と連携

4
上越タイムス「子育てだより」コラ
ム執筆

12回
（毎月1回）

一般 上越タイムスから依頼

5
With　MAGO　News
祖父母向け情報誌

年２回 保護者等

6 出前講座・講演・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 随時
保護者
支援者、一般

7 ボランティア・実習受け入れ 随時
オーレンプラザこ
どもセンター他

大学生、高校
生、企業

8
保育コーディネート・保育ルーム運
営

随時 上越市内各所
保護者
団体、企業

9 子ども用品フリーマーケット 2回
住まいの広場

（上越市）
保護者 C＆Sと連携

10 クリスマスおやこフェス
１回

１2月
市民プラザ

保護者等/地域
企業・団体

11
講座「育休復帰を控えるパパママ
必見！　家事手放し講座」

1回 市民プラザ
保護者、支援
者、一般

上越市（男女共同参画
推進センター）から受
託

12 上越市議との懇談会
１回
８月

13
子育て支援団体のネットワーク
ML運営

随時 支援者

子育てに関わる人たちを支援するための事業／女性の社会参画を支援するための事業

　令和7年度事業計画案
（令和7年4月1日～令和8年3月31日）

子育てに関する情報の提供事業

情報
提供
事業

1

若年人口が加速度的に減少していく2030年代を迎えるまでの数年が、少子化傾向を反転できるラストチャンスだとされている。し
かしすでに上越市は２０２２年に出生数が９９９人と初めて1000人を下回り、2023年も947人まで減少している。このような出生数
の減少は、上越市の人口減少に大きく影響し2025年4月1日現在、上越市の住民基本台帳人口は17万9,384人となり、5年間維
持してきた18万人台を初めて下回った。
ますます周囲に同じ立場の人が減ってゆき、子育て仲間も得にくくなっていくという子育てしづらい環境の中で、今子育てしている
すべての家庭に届く支援を目指していきたい。親や、支援者といったこどもに最も近い存在をきめ細やかに支援することでこどもの
ウエルビーイングを高めていく。そして地域全体でこどもの育ちを支える環境を整えていきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　マミーズ・ネット

子育てしや
すい環境づ

くり事業



14
子育て応援ひろば
ふぅの運営

96回
子育て応援ひろ
ばふぅ

保護者

15 ベビーシッター事業 随時 保護者等

16
マミーズ講座
(子育て情報サロン）

1回
5月

市民プラザ 保護者等
こどもセンターとの共
催

17 育児サークル支援　お茶会
1回
4月

市民プラザ 保護者等

18 母親向けミニ講座 2回 オーレンプラザ 保護者

オーレンプラザ
こどもセンター運営

335日 オーレンプラザ 保護者等
上越市（こども家庭セ
ンター）から受託

市民プラザ
こどもセンター運営

347日 市民プラザ 保護者等
上越市（こども家庭セ
ンター）から受託

20
じょうえつ子育てｉｎｆｏ（利用者支
援事業）

335日 オーレンプラザ 保護者等
上越市（こども家庭セ
ンター）から受託

21 一時預かり事業 335日 オーレンプラザ 保護者等
上越市（こども家庭セ
ンター）から受託

22 ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業運営 335日 オーレンプラザ 保護者等
上越市（こども家庭セ
ンター）から受託

23
ＨＰ・フェイスブック・インスタグラ
ム、ラインの運営

随時 一般

24 ﾌｫｰﾗﾑ･研修会等への参加 随時 法人スタッフ

その他 25
新潟県地域子育て支援拠点ネット
ワーク（事務局）

随時 支援者

＜決定＞

＜申請中＞

●新潟県つながりの場づくり支援事業補助金「ひとり親家庭等のこどもの体験学習機会の提供とアウトリーチ相談事業」　

●新潟ろうきん福祉財団 市民活動団体助成　「地域人材を活用した訪問型預かりの拡充に向けたステップアップ事業」

（2）その他事業に関してはなし

当事者
支援
事業

19

●受託…男女共同参画推進センター講座「家事手放し講座」


